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女子尿失禁に対す る漢方製剤の 効果 に つ い て

大阪市立北市民病院　泌尿器科

堀井明範

女子 に見 られ る尿失禁 は 、 高齢化 に伴 い 増加 して い る と考え られ る 。 特 に 骨盤底筋群 の 脆

弱化、 膀胱 尿道 角 の 開大等の 原因で 生 じる と い われる腹圧性尿失禁 に つ い て は 、 予想以 上

の症例が い る もの と思 われる。今回、 40 歳以 上 の 当科を受診した 症例 に対 し ア ン ケ ー ト

方式 に よ り尿失禁 の 有無を調査 し、 当該症例に 対 し膀胱内圧測定を 含め た 一
連 の 泌尿器科

学的検査を施行 し、 尿失禁量が 中等度以下で あ っ た症例 に つ い て 補中益気湯 、 防巳黄書湯

桂枝茯苓丸を投 与し投与後の 改善に つ い て 検討 し若干 の 知 見を得た の で 報告する 。

【対象】当科を受診 し た症例で 事前 に 同意を得た上 で 、 ウ ロ ダ イ ナ ミ ッ ク ス を含め た
一連

の 検査を施行 して 自覚的症状 とあわせ尿失禁の ス コ ア
ー化 を図 っ た。症例数 は 45 例で 重

度 の 尿失禁症 例は 除外 した 。 処方薬剤 は 補中益気湯、防已 黄耆湯 、 桂枝茯苓丸を選択 しそ

れ ぞれ 15 例 に投与 した 。 投与期間 は 2週 間と し、 改 善が見 られ た時 さ らに 2 週間継続 し

て 、 自覚症状の 改善 に っ い て検討 した 。 それ ぞれ の 症例で 効果の 見 られ な い 時は他剤に切

り換えて経過を観察 した 。 漢方製剤の 投 与期間 は総体で は 1 ケ 月と した 。

【結果】双方 の 薬剤を総合 して 、 ス コ ア
ーに よ る効果 を検討 した場合 、 約 60 ％に愁訴 の

改 善を認め た 。 各方剤間で 比較 して み ると、補中益気湯 の 方 に有効率 の 高 い 傾向を認め た

が 、 桂枝茯苓丸 も比較 的有効で あ るよ う に 思 わ れた 。 補中益気湯が有効 で あ っ た の は、い

わ ゆ る ア ト ； 一状態 の 改善 に同剤が有効で あ る の と同 じ作用機序 と考 え られ る。桂枝茯苓

丸 は駆瘢血剤と して 知 られ て お り、今回の検討 で 有効性を示 した こ と は 、 瘢血の 状態 もや

は り尿失禁 に関 与して い る可能性が 示唆され た もの と思 われ る 。 今回 の成績 を踏まえ た上

で 、 今後 レ ン トゲ ン 所見等 の 変化 も含め 更な る検討が 必要 な もの と考え られ た 。

【考察】尿失禁に つ い て の 漢 方製剤の 有用性に っ い て は 、 石橋 らの 報告を始め と して い く

っ か の 成績が報告 さ れ て い る
。 今回我々 は 、 自覚症状 と他覚所見を組み合わ せ 薬剤投与の

効果を前後 の ス コ ア
ー

で 検討 した 。 用 い た製剤の うち、有用 と考え られた の は 、 補気剤並

び に 駆瘢血 剤で あ っ た 。 そ れ ぞ れ 、 尿失禁 の 発症機転 に関連 して い る もの と考え られ る が

更 に そ の 他 の 所見を併せ て解析すべ きで あ るよ う に 思 われ る 。
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